
京都商工会議所
中小企業経営支援センター
京都市中京区烏丸通夷川上ル
☎ 075-212-6467
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●返済は元金均等月賦返済
　（残債方式で、利息は毎月減額）
●信用保証協会による保証も不要
●融資限度額の範囲内で、マル経の重複や借替の利用もＯK
●返済期間は、設備：10年以内　運転：7年以内
　（運転資金1年以内、設備資金2年以内の据置も可）
※ご相談の内容によっては、ご希望に沿えない場合があります。

融資の条件
●従業員数が20人以下
　（商業・サービス業では5人以下）の事業者の方
　（ただし、法人役員、家族従業員、パートは除く）

●京都市内で、最近１年以上営業している方
●所得税・法人税・事業税・住民税を完納している方
●日本政策金融公庫の融資対象業種の方
●従前から商工会議所の経営指導を受けている方

利用の対象 融資限度額
1,500万円
（設備・運転を併せた限度額）

金　利
1.65％

（平成25年9月13日現在）※この融資限度額・返済期間などの取扱は、平成26年3月末日の日本政策金融公庫受付分までです。

マル経融資（小規模事業者経営改善資金融資）

無担保で保証人不要、低金利の融資制度の融資制度の融資制度の融資制度無担保で保証人不要、低金利の融資制度
手数料無料

（
グ
ル
ー
プ
保
険
生
命
共
済
制
度
）

中小企業経営支援センター
京都市中京区烏丸通夷川上ル
☎ 075-212-6467

（
グ
ル
ー
プ
保
険
生
命
共
済
制
度
）

京
商
は
ん
な
り
共
済

割
安
な
掛
け
金
で
充
実
し
た
保
障
。

一
日
24
時
間
一
年
3
6
5
日
を
サ
ポ
ー
ト

参加
無料

　
洛
南
支
部
地
域
の
事
業
者
を
対
象
に
、異
業
種
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。異
業
種
の
視
点
か
ら
自
社
の
経
営

を
見
つ
め
な
お
す
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
業
種
を
超
え
た
情
報
交
換
や
人
脈
作
り
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。様
々
な

業
種
の
方
と
交
流
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
10
月
16
日（
水
）18
時
〜
20
時

●
場
　
所
　
ホ
テ
ル
京
阪
京
都
　
桜
の
間（
２
階
）

●
対
　
象
　
南
区
・
伏
見
区
の
事
業
者

●
参
加
費
　
1
，0
0
0
円（
交
流
懇
親
会
費
）

●
お
申
込
･
お
問
合
せ

　
洛
南
支
部
　
☎
０
７
５
–
６
１
１
–
７
０
８
５

洛
南
支
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
活
力
交
流
会

お
役
立
ち
！

お
役
立
ち
！

経
営
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

経
営
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
今
回
は
、話
題
の
ビ
ジ
ネ
ス
書『
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
の
翻
訳
家
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス
法
の
講
師
と
し
て
も
有
名
な
小
山

龍
介
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
自
社
の
強
み
を
活
か

し
顧
客
創
造
を
図
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
発
想
法
・

構
築
法
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、参
加
者
同
士
の
交

流
・
情
報
交
換
を
図
り
ま
す
。知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
を
目

指
す
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
10
月
１
日（
火
）15
時
〜
18
時

●
場
　
所
　
京
都
商
工
会
議
所
　
役
員
室（
３
階
）

●
参
加
費
　
無
料

　（
交
流
懇
親
会
参
加
者
は
１
，０
０
０
円
）

●
お
申
込
・
お
問
合
せ

　
知
恵
産
業
推
進
室
　☎
０
７
５
–
２
１
２
–
６
４
７
０

　
第
２
回
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

「
話
題
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
『
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル･

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
か
ら
学
ぶ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
見
え
る
化
手
法
」

イ
マ
ド
キ
京
都
１
２
０
社
が
勢
揃
い
！

知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ“Kyoto M

illennium Showcase”

を
開
催
し
ま
す
！

　
今
に
生
き
る
、
千
年
の
知
恵
。
京
都
で
は
、
日
々
、
新
た
な
モ
ノ
、
コ
ト
が
出
会
い
、

融
合
し
、
独
創
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
ん
ど
ん
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
知
恵
産
業
の
ま
ち
・
京
都
」
を
目
指
し
、
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
数
多

く
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
て
き
た
京
都
商
工
会
議
所
は
、
こ
の
度
、
こ
れ
ら
の
ビ
ジ
ネ

ス
が
一
堂
に
会
す
る
展
示
商
談
会
「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ“Kyoto M

illennium
 

Show
case”

」
を
開
催
し
、
独
創
的
な
１
２
０
社
の
商
品
を
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

皆
様
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
11
月
１
日
（
金
）　
10
時
〜
16
時

●
場
　
所
　
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
）

●
入
場
料
　
無
料

●
サ
イ
ト
　http://w

w
w
.kyo.or.jp/m

esse2013/

●
お
申
込
・
お
問
合
せ
　
知
恵
産
業
推
進
室
　
☎
０
７
５
–
２
１
２
–
６
４
７
０

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
経
営
課
題
を
士
業
専
門
家
と
と
も
に
サ
ポ
ー
ト

「
が
ん
ば
る
経
営
応
援
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
が
始
ま
り
ま
す
！

　
京
都
商
工
会
議
所
で
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
す
る
中
小
・
小
規
模
の
事
業

者
が
抱
え
る
様
々
な
悩
み
や
課
題
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
士
業
の
皆
様

の
知
恵
を
生
か
し
て
高
度
な
経
営
支
援
に
つ
な
げ
る
、「
が
ん
ば
る
経
営
応
援
専
門
家

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
を
平
成
25
年
10
月
下
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。　

　
相
談
者
が
自
社
の
経
営
課
題
解
決
に
最
適
な
士
業
専
門
家
を
検
索
で
き
るW

EB

サ
イ
ト
の
開
設
、
登
録
士
業
同
士
や
本
所
と
の
意
見
交
換
・
交
流
会
、
国
や
京
都
府

な
ど
の
施
策
・
補
助
金
情
報
の
提
供
な
ど
、
様
々
な
メ
ニュ
ー
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

●
登
録
対
象
　
行
政
書
士
・
公
認
会
計
士
・
司
法
書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
税

理
士
・
中
小
企
業
診
断
士
・
弁
護
士
・
弁
理
士
（
い
ず
れ
も
本
所
会
員
に
限
る
）

●
年
間
登
録
料
　
平
成
25
年
度
分
は
無
料（
平
成
26
年
度
か
ら
は
１
人
３
，０
０
０
円
）

●
お
申
込
・
お
問
合
せ
　
洛
央
支
部
　
☎
０
７
５
–
２
１
２
–
６
４
６
０



ご相談は事業所のある行政区の各支部へ

TEL 075-212-6467・6460
FAX 075-256-9743
中京区烏丸通夷川上ル 京都商工会議所ビル6階・1階

（上京区・中京区・下京区・
　　　　 東山区・山科区）

本部・洛央支部

丸太町通

地下鉄東西線

地
下
鉄
烏
丸
線

●京都商工
会議所ビル

烏丸御池駅

丸太町駅

御池通

烏
丸
通

竹屋町通

夷川通

京都新聞社

TEL 075-314-8771
FAX 075-314-8911
右京区西院巽町13 西院くめマンション１階

（右京区・西京区）洛西支部

西
院

く
め
マ
ン
シ
ョ
ン

1
階

●
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

嵐
電
西
院
駅

●●
京都銀行

西
院
駅

京都中央
信用金庫

西
大
路
通

佐
井
西
通

佐
井
通

四条通

阪
急
京
都
線

京
福
嵐
山
線

●
京
都
信
用
金
庫

TEL 075-611-7085
FAX 075-603-2601
伏見区京町北7丁目11 増田組第2ビル1階

（伏見区・南区）洛南支部

近
鉄
・
丹
波
橋
駅

●
京
都
市

　
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

京
町
通

京
阪
・
丹
波
橋
駅

増
田
組

第
2
ビ
ル
1
階

TEL 075-701-0349
FAX 075-791-8505
左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階

（北区・左京区）洛北支部

アトリエフォー
1階

〒
●

バ
ス
停
　

高
木
町
○

バ
ス
停

○
高
木
町

●
京
都
銀
行

北大路通 高木町
交差点

京
都
中
央
信
用
金
庫
●

松
ヶ
崎
通

下
鴨
本
通

「知恵ビジネスプランコンテスト」にぜひご応募ください！

京都の特性や企業独自の強みを
活かした知恵によって顧客に
新たな価値を提供しようとする
ビジネスプランを公募します。

専門家との連携や各機関の施策活用を図り
ながら、経営支援員によるきめ細やかな
ハンズオン支援をプランの実行・実現まで
継続的に受けることができます。

認
定
さ
れ
る
と…

ハンズオン支援
・経営戦略・広報支援
・交流・マッチング
・助成金申し込み など

●お問合せ・応募先
知恵産業推進室　担当：牧田・谷口
TEL 075-212-6470
e-mail bmpj@kyo.or.jp
http://www.kyo.or.jp/chie/contest/

公募期間：平成25年10月22日㈫～11月29日㈮

第5回知恵ビジネスプランコンテスト 検索

事業に係わる法律 毎週（火） 弁 護 士洛央支部午後1時～午後4時
受付は3時30分まで

経　営 マーケティングや生産管理、IT活用等

毎週（月）
毎週（火）
毎週（水）
毎週（木）

中小企業
診 断 士

午後1時～午後4時
受付は3時30分まで

洛西支部
洛北支部
洛央支部
洛南支部

【税務一般】
【記帳指導】税　務 税 理 士

洛央支部午後1時～午後4時
受付は3時30分まで第1~4（木）

全 支 部予 約 制

雇用･労務管理 第2・4（金） 社会保険
労 務 士洛央支部午後1時～午後4時

受付は3時30分まで

不動産登記･会社関係登記全般 司法書士洛央支部予 約 制

知的財産権 弁 理 士洛央支部予 約 制

国際ビジネス 専　　門
アドバイザー

産業振興部
（075-212-6442）予 約 制

店舗デザイン 商　　業
施 設 士洛央支部予 約 制

相談分野 実施曜日 相談時間 専門相談員場　所

相談無料

専門
相談
のご案内
経営のご相談に専門家が
適切なアドバイスを行います。
お気軽に
ご利用ください。

秘密厳守

京都の振興・活性化と中小企業の経営向上を図るため、地区内の
民間業種団体並びに地域団体の役員の方に「地域活性化推進委員」
と「特別協力委員」を委嘱しています。

京都砥石販売同業組合
中西　達祐
長岡京市柴の里1-75 共栄テックビズ内
075-955-6671

代表者
所在地
T E L主な活動

京都織物卸商業組合

　京都織物卸商業組合
は、昭和４４年の組合設
立から、日本を代表する
繊維問屋の一大集散地
「室町」で、振興対策、
教育情報、福利厚生を
通じ、業界の振興発展
を目的に活動を行ってい
ます。
　特に和装を中心とした振興対策では、十三まいりや七五三詣り等の事
業、京都産業会館１階にある「きものステーション・京都」の運営を行っ
ています。
　また、京都の和装関連７組合で組織する委員会では、和装振興と観光
都市・京都のＰＲ推進のため、様々な行事やレセプションでアテンドできる
人材育成を目的とした「京都きものオーディション」にも取り組んでいます。

藤井　博夫
下京区四条通室町東入凾谷鉾町80番地 京都産業会館5階
075-211-7344

代表者
所在地
T E L主な活動

　京都砥石販売同業組合は、京都地域の砥石業者の繁栄と、一般の
方々に砥石を知って頂くことを目的として昭和２３年に創設、様々な活動を
実施しています。
　今年は全国砥石組合連合会の幹事組合でもあり、6月14日には東急
ホテルにおいて、全国から組合員企業約９２社が参加して京都大会を開
催いたしました。「砥石で支えよう　日本の復活」をスローガンに、大八木

淳史氏の講演や東日本大震
災へのチャリティーコンサート
を実施しました。砥石は一般
の方にはなじみの薄いもので
すが、１０月14日には恒例
の「といしの日」（みやこメッ
セ）後援活動等も行い、地
域の活性化が全国へ広がれ
ばと思っています。


